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助成事業完了報告書

日本財団　会長　笹川　陽平　殿
報告日付：2018年4月9日

事業ID：2016390434
事業名：ラオスにおけるろう者のエンパワメント及びラオスろう協会の強化

団体名：特定非営利活動法人アジアの障害者活動を支援する会

代表者名：前島富子　　

TEL：03-６９１５-５５４５

事業完了日：２０１８年３月３１日

	事業費総額
	7,255,939円
	（収支計算書の黄のセルの値に記載する決算額）

	自己負担額
	2,755,939円
	（収支計算書に記載する決算額）の緑のセルの値

	助成金額（A）
	4,500,000円
	（収支計算書に記載する助成金決算

	助成金返還見込額
	0円
	額の赤のセルの値。　千円未満はは切り捨て）


1． 事業内容： 
1 　リーダーシップ育成講座の開催　（月例リーダーシップ会議）
（1） 時期：2017年6月―2018年3月　計９回

（2） 場所：ビエンチャン市（ラオス）　ADDPみんなのカフェ及びろう協会（ラオス障害者協会内）
（3） 対象者：ろう協会リーダー５２名

（4） 内容：リーダーシップ育成のための講座、相談支援のためのろう者ピアサポート講座

②　　手話講座の開催

（１）時期　2017年5月―2018年３月　計72回

（２）場所　ビエンチャン　みんなのカフェ、ADDP事務所
（３）対象者　手話に興味のある一般市民３２名

（４）内容：一般市民向け手話講座、ろう者との交流

③　手話啓発活動（みんなのカフェ運営、手話で語ろうイベント、ジャパンフェスティバル、ラオスファッションウィーク、WIGバザー等）
（１）時期：2017年10月―2018年3月　通年
（２）場所：ビエンチャン

（３）対象者：一般市民　4７１人
（４）啓発イベント、広報、活動、みんなのカフェ運営
２．事業内容詳細
以下、「目標の達成状況」の欄に詳細を記述。以下参照
３．契約時事業目標の達成状況
【助成申請時の目標】

・ラオスろう協会に所属する15名のリーダーシップを育成する。

・ろう協会の当事者のニーズに即した長期活動計画を策定する

・一般ボランティアや学生に対し、週2回以上の初級手話講座を開講し、将来の手話通訳者候補及びろう協会サポーターを育成する。

・日本人ろう者専門家によるラオスろう者のピアサポートグループを形成する。

【目標の達成状況】
・ラオスろう協会に所属する15名のリーダーシップを育成する。
・ろう協会の当事者のニーズに即した長期活動計画を策定する
・日本人ろう者専門家によるラオスろう者のピアサポートグループを形成する。

達成状況：申請時の上記の目標は達成された。15名以上のろう者（みんなのカフェに関わるろう者を含め）のリーダーシップが育成され、積極的にろう協会組織の運営、また手話の啓発や手話講座の運営に携われるようになった。また、ピアサポートが活性化され、ろう者がろう者を支えるピアグループも生まれた。各ろう協会所属の若手の次世代を担うリーダー達によるピアサポートグループも出来、「手話啓発、手話啓蒙に尽力するグループ」、「女性ピアサポートグループ」、「就労促進グループ」、「地方のろう者支援グループ」、「ろう教育促進グループ」と５つのグループに分かれ各人がリーダーシップを発揮し、今後のラオスのろう協会、ろう支援の在り方を模索するグループが生まれた。それぞれが興味のあるテーマ、また得意なテーマのグループに所属し、お互いに情報共有をし、また他のろう者を支援する輪も生まれてきた。このピアサポートグループがそのまま小委員会に分化していくこととなり、今後はより各委員会が具体的に政策提言を行い、また、地方へのろう協会支部の立ち上げに尽力することとなる。
本事業は、当初より、日本からろう者の当事者であり、日本財団の奨学金プログラムで香港中文大学で手話言語学を学んだ池田ますみ専門家を当会事業のプロジェクトサイトである、ラオス・ビエンチャンに長期で招聘し、本事業のプロジェクトマネージャ―として事業を積極的に牽引してもらった。ラオスろう者の若者の自信やリーダーシップを池田氏がピアな立場で積極的に引き出してくれたことにより、ラオスの若いろう者は大いに励まされた。また、本事業は、ラオスろう協会（LDA）が当事業のカウンターパートであるが、申請書でも記した通り、ラオスろう協会はラオス障害者協会（LDPA）の一ユニットとして長年所属していた。そして、独立後もろう協会の組織の方向性が定まっていなかった。会長、副会長の2名のみが組織のメンバーとして名を連ねていた。LDPA組織内に事務所を構えていたが、クロスディアビリティー支援を掲げているはずのLDPAは、ろう者のニーズを組み取ることはできておらず、ろう協会のリーダーシップはなかなか構築されずにいた。ろう協会は団体としての長期ビジョンの欠如、サポーター、手話通訳者不足などの問題が慢性的に起こっていた。今まで数々の外国NGOによる短期単発のろう者支援事業は行われてきたが、成果の達成、ろう者のニーズをくみ取るきめ細かい支援は皆無であった。ろう者当事者の外国人専門家が長期にラオスに入り、ピアサポートを通じてろう者のエンパワメントを直接に事業として行うというプロジェクトは、ラオスにおいては過去に存在せず、今回本事業が初めてである。1年を通じて、当事者の視点に立った、当事者だからこそ出来る、力強いピアなエンパワメントに資する事業として、本事業がその目的を達成できたことは、ひとえに池田専門家の当事者としての努力、きめ細かい支援によるものが大きい。ラオスろう協会の若いリーダーが結束し、手話を誇りに思い、自信を持って自分たちの組織を変えていこうと考える前向きな思いを結実させることができたことは、1年の大きな成果といえる。ラオスのろう者の若者の団結は更に深まり、3月15日現在、2018年5月に新体制を作るためのラオスろう協会の新規会長選挙、理事会選挙を行い、抜本的に旧体制の組織を衣替えすることが若いリーダーによって提言され、現会長も承認し、団体が一新されることとなった。新組織の委員会も正式に作られることが確認され、現在、リーダーシップをもって若いろう者が組織改革に取り組んでいる。この成果はまさに池田氏のリーダーシップによるものである。
ラオスろう協会に所属する5３名の若いろう者に対して行った定期リーダーシップセミナーは、今までろう者の会合は定例化されていなかったために、まずは定例化することから取り組んだ。本事業開始から、月例で様々な議題や勉強テーマを基に当事者間で様々な意見交換をし、また、ろう協会の課題抽出や長期ビジョンの作成などをろう協会所属の若いメンバー中心に行なうことが出来た。各リーダーから意見をまず徴収し、まとめ、月例で合意を得て、その案をLDPA(ラオス障害者協会)や管轄の労働社会福祉省の担当官にもフィードバックを行う形を取った。ボトムアップ方式で今後のろう協会の方向性が示されたのははじめてである。今までラオスの障害者支援の中で、取り残されてきたろう者のリーダーシップが育ち、自分達のろう協会、オーナシップの意識を高めるために、池田専門家が毎回テーマを決めてワークショップを開催したことが大いに若者たちの意識を高めとても成功したワークショップとなった。
1） ラオスろう協会の組織強化及びろう者若者のリーダーシップ養成

ろう協会の組織強化はまずビエンチャンにあるろう協会が現在２名の運営のため、会長の下に役割として１．若手ろう者のエンパワメント部門、２．相談分門、３．全国組織部門、４．就労/ろう者教育普及/部門、５．手話啓発・手話通訳養成部門を作り、まずはボランティアでろう協若手のリーダーたちに活動に関わってもらうことから開始した。それぞれのセクションで少しずつ実績を作り、活動を具体化していくことで合意した。（ステークホルダー会議にて）。特にラオスでは、ろう者が社会とつながる「接点」「媒体」が今までなかった。単発の啓発イベントなどで終わっていた。若手のろう者の結束は、タタ氏のカリスマ的なリーダーシップの下で、大変強いことからも、このろう者たちを更にエンパワメントすることがとても重要であり、彼ら一人一人がろう者の活動や手話の啓発のPRを担うことが必要である。日本のろう当事者の池田ますみ専門家（元日本財団の奨学金で香港中文大学で手話言語学を学んだ専門家）がラオスに６月より長期滞在し、若手ろう者のリーダーシップ研修を断続的に実施した。
第1回６月２５日　50名参加
テーマ：日本ろうあ連盟の組織と当事者主体団地運営の重要性、アイスブレーキング。参加者は５０名。 講義テーマ「全日ろうあ連盟と世界ろうあ連盟」ろう協会と世界ろうあ連盟とのつながりと協会の必要性。ラオスろう協会の副会長で事務局長のタタ氏が日本手話からラオス手話に通訳、ラオス人ろう者の理解を促した。[image: image1.jpg]b =
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第２回７月１６日テーマ「全日ろうあ連盟の組織について」３１名参加

前回のミーティングで、ろうラオス人に一番関心の高かった全日ろうあ連盟の運営方法にて、ろう会員の会費がどのように使われているかと説明した。また、日本におけるろう協会の組織とそれぞれの働きを紹介した。ろう若者に何かに興味を持つきっかけになれたらと思い、ろう映画監督：今井美香氏の作品「The Sign Name Game」を今井さんの好意で公開させていただいた。今井さんのメッセージ「みんなの持っているスマートフォンでも映画が作れる」を伝えた。様々なろう者の活躍や可能性の広がりをラオスの若手ろう者も目を輝かせながら池田氏の話しを聞いていた。組織を作る重要性、当事者が社会を変える重要性を充分理解し、このワークショップでも現在ラオス社会においてろう者が書かである様々な偏見、差別、情報保障の脆弱者に「ろう者自身が社会に出て社会に訴えていく重要性」を何度も池田氏が強調した。

第3回　８月２７日　テーマ「Youtubeで動画を作ろう」（３５名参加）

ラオスではSNS特にFACEBOOKなどが最もインパクトのある社会での伝達方法であり、ろう者の手話の特性は映像で見せることで社会にインパクトをもたらすということで本題目での講義を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

現在、Youtubeにあげている国々の手話、例えば、ASL（アメリカ手話）、JSL（日本手話）, FSL（フランス手話）, HKSL（香港手話）などは検索すればすぐ大量に出てくるが、ラオ手話となると、１〜２本しかなく数が著しく乏しい。手軽な方法でラオ手話を世界に発信するにはYoutubeがよい手段である。また、手話を上手に使えないろうラオス人に手話を学ぶ助けとなる上、手話啓発の活動にもつながる期待がある。もう一つのテーマ「みんなのカフェ」を紹介し（後述する）、あらためてみんなの協力をお願いした。会員のろう女性がワッフルを焼くのが得意なのでカフェで売らせていただけるかと申し出があり、ピアサポートのきっかけとなる。

第4回　９月１０日臨時集会　（41名参加）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
９月２３日に行われる Celebration of Deaf Week in Laosに関するjミーティングに同席した。
テーマ：手話啓発の重要性
第5回　９月２３日　（38名参加）
Celebration of Deaf Week in Laos　ヴィエンチャン聾学校にて行われた。

テーマ：ろう者の収入向上のための就労支援や職業訓練につき　日本の例、世界の例
第6回：１１月24日（49名参加）
テーマ：ろう協会の組織改編、各ピアサポートグループの長期戦略
第7回　12月1日（52名）
テーマ：障害者の日セレブレーション　労働社会福祉省、LDPA合同会議

ろう協会の今後と当事者主体の運営、ろう協会選挙、活動報告　

第8回　1月19日　（45人）
テーマ：ADDP事業の定期報告、手話講座の実績報告と手話啓発の地方展開
第9回　2月24日（53人）
テーマ：日本の盲ろう者の生活、海外のろう者の活動と国際協力　
・一般ボランティアや学生に対し、週2回以上の初級手話講座を開講し、将来の手話通訳者候補及びろう協会サポーターを育成する。

達成状況：手話講座の開催の背景
ラオスではラオス障害者協会（LDPA）の中にろう協会が所属し（ユニットの形として）、会長、事務局長の２名だけが組織団体スタッフとして所属。会長も当事者であるが、組織をまとめきれておらず、事務局長のタタ氏（元ダスキンアジア太平洋障害者リーダー育成事業の研修生として２０１５年―２０１６年に日本に滞在）が仲間のろう者とつながり、組織を強化することに唯一尽力していた。日本滞在中に多くのろう者のエンパワメントを学び、ラオスに帰国後、活動を再開。その時期と合わせ、当会も全面的にタタ氏の活動を支援し、また、池田専門家のラオス訪問を機に、ラオスの若手ろう者のリーダーシップ育成ワークショップを定期的に開催してきた。ラオスでは圧倒的にろう者は他の身体障害者に比べ支援の手が届いていない。その理由は申請書でも書いたが、ろう協会会員のろう者は多数いるが、ビエンチャン在住のろう者は比較的手話ができる者も多いが、ラオス全国を見ると、特に地方の県では、ろう学校もなく、手話ができるろう者の方が大変少ないと言われている。ビエンチャン首都でも、満足な数の手話通訳者も養成がされておらず（公式には３名。ろう学校の教師とボランティアの２名）、ろう者の情報保障を考える際に、様々な場面で、意思疎通や理解において、一般の健聴者との良き対等な関係構築は、手話通訳不足や手話の認知度が低い理由から、なかなか進まず、一般のラオス社会からは彼等は大いに取り残されていた。ろう協会の会長は極度に外国NGO支援に懐疑的であり（アメリカやベルギーの国際NGOが支援に乗り出そうとしたがコミュニケーションの問題でプロジェクト化が何度もとん挫した）、ろう協会の抱えている根本の問題は根深かった。当事者に寄り添いニーズをくみ取ることが可能な継続支援のできる支援団体やプロジェクトは今まで長期的にみても皆無であった。当会ADDPは、ラオスで障害者支援の実績はあるものの、ろう支援に特化して今まで活動をしてこなかったが、当会の障害者就労支援事業でろう者（１名は教育を全く受けていない手話もできないろう者ともう一人はろう学校初等教育を受けたことのある手話ができる研修生）の研修生を当会のソーシャルビジネスのクッキー工房で２名受け入れ、彼女たちは身体障害の研修生と共に、製菓の職業訓練研修を受けていた。彼女たちの職業能力は高く、当会の事業を牽引していたにも関わらず、手話の活用を含めた情報保障の面では、当会としては不十分な対応であった。そのことを反省し、前述のタタ氏に手話指導を依頼し、当会研修生は障害種別関係なく、また全てのスタッフに対して、「手話」を学び、ろう者の情報保障を行っていくプログラムを開始（２０１６年４月より）した。ピアサポート（障害種別を超えた支援）を理念として取り組んできた当会の就労環境の中で、当会の障害当事者研修生は手話を積極的に学び、特に身体障害の研修生２名が特出して手話学習に積極的に参加、６か月後にはほとんど日常会話に困らない程度の手話を習得した。彼女たちはタタ氏を通じてろう支援にも興味を持ち始めた。ラオスろう協会へ案件説明や関係構築のためのMTGに出かける際にも、この身体障害スタッフを手話通訳として同行させ、手話啓発の成果として、会議には必ず手話通訳を同行させ、当会で育成している手話通訳者ということで、ろう協会会長とも良き関係構築に成功し、外国人NGOとしては信頼を得る良きパートナーシップを作る契機となった。ろう当事者の目線で必要な事を必要な形でプロジェクト化する当会の方向性にろう協会も理解を示し、共に事業を推進する良きパートナーとなった。それは池田氏のろう当事者としての介入とタタ氏が日本で学んだ経験もあり、良き当事者のリソースがいることが全てであり、今、新しいろう協会組織向上と今まで支援から全く遠ざかっていた若いろう者のエンパワメントの大きな第１歩が始まった。
手話講座（手話通訳者及びサポーターの養成）

　ラオスろう協会の協力を得て、ろう協会の会員であるろう者４名を手話講座講師として育成することから始めた。ナチュラルアプローチ教授法のトレーニングを２日間実施。教材として語彙の動画の撮影と、ろうラオス人の生活を[image: image2.jpg]— s e S mz;m.m:.::#’
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理解してもらう目的で３本撮影、そのうちの２本が完成した。（ラオ語、[image: image3.jpg]


日本語、英語の３国語字幕付き）
　８月１日から第一回初心者のためのラオ手話教室を（１〜２４回レッスン、週に２回）開講した。１０月２６日に１クールが修了。受講生は開始早々は当初は４名（参照：写真４）だったが、好評により数人見学に訪れ、受講希望者が増えたため、次回開講予定日より早めて１０月３日から第二回手話教室を開講し現在に至る。現在時点で受講生３２名、今後さらに増える見込み。すでに中級クラスもあり、そこには１２名が更に手話通訳目指して勉強を続けている。手話通訳者上級に進むレベルの生徒も4名育成された。当会のろう者支援のプロジェクトに多大な理解をいただいている、在ラオス日本国大使夫人の引原大使夫人も生徒として登録してくださっている（新規クラス）。上級者クラスの手話教室受講者はOJTといて、手話通訳機会を積極的に作り、ろう協会の活動にも参加してもらっている。
Facebook のページから”Minna no cafe（みんなのカフェ）in ADDP”を立ち上げ、カフェでの動きや手話教室の様[image: image4.png]


子を臨時的に発信中。手話講座、ろう者と手話学習者との交流会も月1回実施。手話に興味のある人、手話教室に通っている生徒の更なる上達のための「しゃべり場」的な交流会を定期的に実施し、好評を得てい[image: image5.jpg]


る。
”みんなのカフェ” 運営を通じた手話を通じた社会啓発活動の実施

　当会は手話の啓発と手話教室の開講を、重要な本プロジェクトの根幹の事業としているが、２０１７年８月１日に手話啓発の場として、「みんなのカフェ」をオープンした。
「手話の啓発の推進」と言葉でいうものの、その方法は単発のイベントの実施という手法ではなく、常時手話を体感し、手話に触れられる「拠点の創出」が必要不可欠である。そのため、啓発のツールとして当会はサインカフェである「みんなのカフェ」をオープンすることとした。オープニングにむけて、就労と啓発に興味のあるろう協会から推薦されたろうスタッフに（５名）に対し、手話によるコーヒーの入れ方や接客のトレーニングを行った。本カフェは全面のカフェでは以前部分には全てろう者が立ち、お客様は手話で注文をすることとなる。このろう者のスタッフ選考も若手リーダーシップワークショップで就労意欲のあるものの、なかなか就労ができないろう者を集った。８月１日からオープン、SNSで積極的にこのサインカフェ「みんなのカフェ」の広報活動を行い、顧客の知るところとなり、反響がどんどん広がっている。今までLDPA内のろう協会の活動では関わることのなかった一般のラオス人がカフェという媒体を通じて、手話に興味を持ち、ろう者への理解が広がっていく新しい形のコミュニケーションがラオスで好意的に受け入れられている。ろうスタッフも楽しく積極的に顧客と関わり、手話を伝えている。ろう協会の若手リーダーシップセミナーも時折本カフェで実施している。カフェ顧客数は延数で、オープンより数えて、延べ８１６人がカフェに来店。コーヒーだけではなく、クッキーやフルーツジュースも提供している。啓発と就労の融合である本カフェの運営により、他のろう者の就労意欲も更に高まっており、また本カフェに集まる新規のろう者も増えている。この場所が新しい啓発やろう者の職能のPRの場となっている。ろうスタッフはラオスろう者の特徴として、ラオ語がうまく書けない、理解している語彙が少ないため、聴者との筆談は消極的である。しかし、カフェでは手話での接待が主流なので、接客を通して、ろうスタッフが積極的に客とコミュニケーションを図ろうという姿勢がみられるようになった。自信をもって、手話で会話し、手話が言語として彼らのアイデンティティーとしてアピールしている。実際、手話の写真を取り入れたメニューを提示して客から手話で注文をしてもらう流れとなっている。また、客に手話ネームを与えたりするほど、接客に慣れてきている。
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ピアサポート（ろう者間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ヴィエンチャンでは仕事を持って自分で生活できるろう者はとても少なく、結婚しても親の援助を頼りしているのが普通になっている。そこで、”みんなのカフェ”ではスキルのあるろう者のピアサポートを始めた。ワッフル作りが得意なろう女性に、土曜日限定で販売の場を５回提供した。また、クラフトが得意のろう者はこのカフェで作品を販売したり、社会とろう者の生活をつなぐ媒体としてこのカフェが存在意義を増している。また、パソコン操作が「得意なろう男性には、専門家（アメリカ人）の指導を受けさせ、入門ラオ手話の冊子作成をADDPと共に作成した。以前にろう者のための手話学習テキストは作成されていたが、ろう者の使い勝手が悪く、分かりやすい表現ではなくクレームも多かったとのことで、今回の冊子は手話を習う人にも、またろう者に理解しやすい、ろう者の目線で作った手話入門テキストとするようにした。一般販売もする予定であり、売り上げの半分をラオスろう協会に寄付する予定。

４．事業実施によって得られた成果：

ろう協会に所属する若いろう者が積極的に自分たちのアイデンティティである手話を社会に啓発しようという前向きな意欲が生まれた。そして自分達がろう協会組織を変革したい、自分達でしっかりと当事者主体で運営したいという意欲が高まった。2018年5月または6月には、ろう協会の会長選挙や理事改選選挙も企画され、全て若手ろう者のイニシアティブによるものである。
【みんなのカフェ】
ろうスタッフが自信をもって手話での接客ができるようになった、快いサービスを提供することで喜びを感じているのがみられる。様々なイベントに出店するとき、何を販売し、何を啓発するのか、そして何を準備するのかなど、企画などにもろう者本人たちが自分達で考え、自分達で行動を起こすことが出来るようになった。カフェの隣で働いている就労トレーニングの知的障害者たちの状況をよく理解し、的確な対応をしている。※知的障害者たちはカフェで販売している焼き菓子を作っている。
【カフェ手話教室】
ラオス入門教室を修了した受講生のための基礎クラス（24回）を新たに設置できた。（２０１８年１月からスタート、現在継続中。）入門クラス修了者のために、【みんなのカフェ】にて”ろう者と手話でおしゃべりしよう”月１回のイベントを考案、実施中。この「ろう者と手話でおしゃべりしよう」イベントは口コミで一般のラオス人、駐在外国人の中で広がってきており、参加人数も増えてきている。この手話に興味のある人々がそのままろう協会のサポーターとなり、更に手話を更に向上させたいと思う人々が手話通訳者となっていくシステムが作られた。
【ラオスろう協会】
ラオスろう協会の組織を強化するため、ろう協会役員の選挙を２０１８年５〜６月に実施する予定、立候補応募者が１０名。尚新組織が整ってから５つの小委員会（上記）も設置予定。政府の認可も受けることとなる。今後は地方のろう者にろう協会の組織支部を設立すべくアウトリーチしていく。
5． 成功したこととその要因
【池田専門家というピアサポ―トを体現する専門家の存在とタタ氏の連携】

ひとえにピアサポートである池田専門家の存在が大きい。池田専門家はラオスにトータルで7か月滞在し滞在前半の2か月でほぼラオス手話をマスター、ラオスのろう協会に所属する若いろう者のコミュニティに積極的に参加、信頼を醸成した。ろう協会の毎月のリーダー育成ワークショップでも池田さん自身の今までの活動や、日本のろう協会の活動と若いろう者のリーダーシップにより協会が全国に広がり、大きなDPOとなった苦難の歴史、また、手話の普及・啓発と情報保障の重要さ、など多くのトピックでラオスの若いろう者をエンパワーし、確実にろう者のリーダーシップが醸成された。ラオスコミュニティーへの手話の啓発もろう者自身が積極的に行う姿勢が随所に見られた。またもう一つの重要な成功要因は、元ダスキンアジア太平洋リーダ―育成事業の卒業生であるタタ氏との連携であり、彼女も上記育成事業でラオスから初めて招聘されたろう者であり、彼女自身がラオスろう協会のアイコン的な若いリーダーである。日本でタタ氏は多くのことを学び、ラオスろう者のリーダーシップ育成と手話の普及、手話通訳者の養成が何よりも重要と考え、帰国後はろう協会で若いラオスのろう者のグループを一人で束ねていた。タタ氏の努力と池田さんの専門性とラオスへの情熱が呼応し、良き相乗効果を生む事業となった。

【ADDPのネットワークと調整】
ラオスろう協会のタタ氏とは、タタ氏が日本で研修に参加している時からADDPは面識があり、ラオスにタタ氏が帰国後も連絡を取っていた。ADDPラオス事務所および当会の就労支援ワークショップにおいて、特にろう者が多く働くセクションにおいて、スタッフ向けの手話講座講師就任をタタ氏に依頼した。手話講師としても能力の高いタタ氏が指導する手話講座は、当会関係者に手話を学ぶことの喜びをもたらした。スタッフのモチベーションが上がり、内容もとても評判が良く、その第1期生がすでに上級コースの手話通訳候補生となっている。ADDP事務所では手話が第2の共通言語となっており、皆が手話でコミュニケーションが可能となった。タタ氏のリーダー性に早くから着眼し、池田さんの受け入れと事業の後方支援を全てADDPが行い、ラオスで過去18年障害者支援を行ってきた際に培った様々なネットワークを活用し、事業の調整を担った。
【みんなのカフェ】
手話を啓発するためには様々なツールやイベント、機会が考えられるが、当会は啓発としてもっとも有効な媒体として「カフェ」の持つ強い集客力・アピール力や人が集う利点に着眼し、カフェを手話啓発のツールとして取り入れた。「みんなのカフェ」というサインカフェをオープン、Facebookのページ、雑誌（日本人向け雑誌）、イベント出店を通して、”みんなの”カフェ”の存在が知られるようになり、ろうスタッフが接客やイベントに出店することで、簡単な手話教授や客とのふれあいを通して顔見知りが増え、接客するときの戸惑いやためらいが薄らいできた。また、みんなのカフェでは、クロスディサビリティーな連携も推進しているが、現在、ろうスタッフと知的障害者との関係が良好なのは、知的障害者の状況や理想的な対応についての勉強会を実施、ラオスろう協会副会長のタタ氏にラオス手話の通訳を依頼し、ろうスタッフに知的障害者への理解と協力を求めた。新しい障害種別を超えた連携の成功も顕著であり、みんなのカフェのユニークさが社会にアピールできている。
【ラオスろう協会】
ラオスろう協会との関係も上記経緯説明ですでに行ったので割愛するが、ダスキンリーダーシップ研修卒業研修生のタタ氏の当会へのポジティブな理解、また、ろう協会会長との粘り強い信頼関係構築が功を奏し、ラオスろう協会との良き連携が生まれたことが大変重要であった。また、ろう協会所属の若手リーダー達との良き連携を生み出す様々な協働活動がさらにろう協会から信頼を得ることにつながり、本プロジェクトの成功への後押しとなった。
６．失敗したこととその要因
事業自体の失敗は特にないが、ますます地方とビエンチャンのろう者の教育機会、社会参加の格差が顕著となっている。ビエンチャンの成果として、ますます首都ビエンチャンのろう者がエンパワメントされればされるほど、地方のろう者の社会参加機会の欠如と孤立した生活の実態が気になり、地方においてはろう者がほぼ１００％社会から取り残されていることが分かっているので、ろう協会の組織を更に地方へと広げていき、、地方のろう者をエンパワーしなければいけない必要性を感じる。
【カフェ手話教室】
外国人受講生に人気の教室となっている。若いラオス人受講生をもっと増やしていきたい。”みんなのカフェ”や手話教室開催場所（ADDP事務所）は町から近い外人エリアにあるため、手話啓発活動がラオス人に届きにくかったかもしれない。より新年度からはこの反省を踏まえ、大学や企業、様々な広告媒体を使って新規受講生を募る予定。


事業成果物：

簡単手話テキスト　
啓発グッズ（Tシャツ）
写真　
４−第１回ラオ手話教室





５−第２回ラオ手話教室





３−パソコンによる作業





２−撮影の様子





　1-ろうスタッフがお客に手話ネームを教えている場面








